
(C)保護者のためのフィルタリング研究会 1

フィルタリング技術の概要
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保護者のためのフィルタリング研究会事務局
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違法・有害情報への対抗手段例

法規制を裏付けとした
発信元での根本対応
（サイト運営側の自主努力含）

検挙・削除

各自の価値判断による
選択的受信の為の技術

フィルタリング

様々なサイト・コンテンツ インターネット 利用者（青少年）

×

流通過程での情報の
選別は原則として
行なわれない
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三越・・・・買い物

ローソン・・・買い物

図書館・・・宿題、調べ物

ラウンドワン・・・ボーリング

カラオケABC・・・・カラオケ

学校・・・・勉強

居酒屋凸凹・・・飲酒

保護者による判断の中身は・・
今から○○に

出かけてもいい？

ＯＫ

ＮＧ

[長女２０歳用ルール]

飲酒・・・○

ボーリング・・・○

宿題・・・

買い物・・・

[長男１７歳用ルール]

飲酒・・・×

ボーリング・・・○

宿題・・・○

買い物・・・△

子ども別のルール行先候補＋該当分野の一覧表
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フィルタリングの基本的な仕組み

利用者端末

インターネット

フィルタリングシステム（プログラム）

http://□□□□.com ⇔ スポーツ

http://△△△.com/□□ ⇔ 水着

http://○○.com/○○/△ ⇔ ニュース

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

{利用者A用ルール}

スポーツ ×

水着 ×

ゲーム ○

・・・・

・・・・

・・・・

http://○○.com/○○/△ ＯＫ

http://○○.com/△/○ ＮＧ

・・・・

・・・・

行先候補＋該当分野の一覧表 利用者別のルール

アクセス可否例外設定
[利用者B用ルール]

スポーツ ○

水着 ×

ゲーム ○

・・・・

・・・・

・・・・

管理者（保護者）が決定

アクセスのたびにそれぞれを参照
○○が見たい！ＯＫ

ＮＧ

（＝フィルタリングリスト）

専門企業が分類作業代行＋提供

※規制リスト（ブラックリスト）方式
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参考：その他のフィルタリング方式

許可リスト（ホワイトリスト）方式
リクエストの内容（行先サイト）が、許可リスト内に該当して
いる場合のみアクセスを許す

利用者自身または提供事業者がリストを作成

規制リスト（ブラックリスト）方式より安全性が高いが、アクセ
ス可能なサイト数は限定的（少数）に

キーワード等によるリアルタイム判断方式
アクセスのたびに、不適切な語（や画像）のページ内比率な
どを毎回判定するため、出来たばかりのサイトも判断可能
だが、分野によっては誤判定も
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フィルタリングリストづくりの流れの例

収集

様々なサイトを
重要度順に
見て回る

複数分野が
混在する場合は

サイト内も
細かく調べて

候補化

分類

候補となった
サイトごとに
分類基準と
照合して、
結果を

リスト化する

配信

最新の
フィルタリング

リストを
広く利用者に
配布する

更新

サイトや
コンテンツの

変更に
応じて
リストを

書き換える

専門スタッフによる確認作業

※確認作業の手段や実施範囲は提供事業者によってそれぞれ異なる。
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フィルタリングリストの分類例

オンライン詐欺・薬物・ポルノ・暴力・自殺・出
会い系・ギャンブル・飲酒・喫煙・グロテスク・
ウイルス配布・・・

コミュニケーション（掲示板、チャット、ブログ、
ＳＮＳ・・・）

水着・極端な主張・ショッピング・副収入・・・

ゲーム・動画・占い・タレント・スポーツ・・・

※家庭向けフィルタリング製品・サービスで提供されている分類の一例
※提供事業者によってカテゴリ（分類）名称や対象はそれぞれ異なる。


